
お問合せ先 公益社団法人神奈川県社会福祉士会 事務局
〒221-0825 横浜市神奈川区反町3-17-2 神奈川県社会福祉センター4階
TEL 045-317-2045 FAX 045-317-2046 受付時間 平日月～金曜日9～17時
ホームページ http://www.kacsw.or.jp/ E-mail info@kacsw.or.jp

開催趣旨
多文化ソーシャルワーク委員会は、2,020年度「国籍、民族等の異

なる人々、外国に由来を持つ人々が互いの文化的違いを認め合い、
対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生き
ていくことを実現していくこと」を支援するために発足しました。
今後、神奈川県内において、外国人相談支援で社会福祉士に何が

できるかを皆さんと考えたいと思います。是非、ご参加下さい。

日時：2024年５月10日（金）19時～20時半（開場18時45分）
対象：社会福祉士、興味関心のある県民等
定員：先着45名（会場）

先着100名（ZOOMミーティングによるオンライン）

内容：① 多文化共生ソーシャルワーク委員会での相談内容と方法
② 国際活動市民中心CINGAでの外国人相談事業紹介、
社会福祉士による相談内容、通訳との連携

場所：西区福祉保健活動拠点フクシア多目的室（横浜駅東口から徒歩4分）
*初めてお越しになる方は、裏面を必ずご確認下さい

参加費：無料／締切日：4月30日(火)ただし定員になった場合はその時点で締切
申し込み方法：神奈川県社会福祉士会のホームページでお願いします
主催者：神奈川県社会福祉士会 多文化ソーシャルワーク委員会

神奈川県社会福祉士会
多文化ソーシャルワーク委員会主催

研修会のご案内

社会福祉士に何ができるか？
外国人相談支援事業 実践者に学ぶ

講師：①島崎辰夫 氏（社会福祉士） 多ケ谷實氏（社会福祉士）
埼玉県社会福祉士会多文化共生ソーシャルワーク委員会副委員長、委員
※以上お二人はZOOMでのご参加です。

②青柳りつ子氏（社会福祉士、行政書士）
東京社会福祉士会国際委員会副委員長

会場参加 オンライン参加
申込 申込



事前学習のオススメ
社会福祉士の皆さんは、下記倫理綱領についても再確認しておくこととオススメします。興味関

心のある県民等の皆さんも社会福祉士についてご理解頂く機会として頂ければ幸いです。
（参考図書）
①「国際ソーシャルワークを知る」（中央法規）木村真理子、小原眞知子、武田 丈＝編著、2022
年発行
②「多文化ソーシャルワーク 滞日外国人支援の実践事例から学ぶ」（中央法規）、社団法人日本
社会福祉士会編集、2012年発行
③「外国人の医療・福祉・社会保障相談ハンドブック」（明石書店）、特定非営利活動法人移住
者と連帯する全国ネットワーク編集、2019年発行
（日本社会福祉士会の倫理綱領と行動規範：一部ご紹介）
④「社会を動かすマクロソーシャルワークの理論と実践」（中央法規）、日本社会福祉士会編集、
2021年発行
＊第3章第2節事例3「多文化共生、国内におけるイスラム文化への差別・偏見をなくす実践」

倫理綱領 価値と原則
Ⅰ（人間の尊厳）社会福祉士は、すべての人間を、出自、人種、性別、年齢、身体的精神的状況、
宗教的文化的背景、社会的地位、経済状況等の違いにかかわらず、かけがえのない存在として尊重
する。
Ⅱ（社会正義）社会福祉士は、差別、貧困、抑圧、排除、暴力、環境破壊などの無い、自由、平
等、共生に基づく社会正義の実現をめざす。
行動規範 Ⅲ 社会に対する倫理責任
3-2．社会福祉士は、民族、人種、国籍、宗教、性別、障害等による差別と支配をなくすための国
際的な活動をささえなければならない。
3-3. 社会福祉士は、国際社会情勢に関心をもち、精通するよう努めなければならない。

初めてフクシアにご来場される方は、ホームページ等をご確認下さい。
https://www.yoko-nishishakyo.jp/access/

その他受講上の注意点
・会場にお越しされる方は、体調が万全の上、必要に応じてマスク着用等をお願いします。
・オンラインの苦手な方は、神奈川県社会福祉士会の研修受講システムにある「ZOOM練習会事前
学習動画」（組織率向上委員会）をご覧下さい。

https://www.yoko-nishishakyo.jp/access/
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